
学科専門科目の特徴 

三専攻とクラスターの説明

（学部教務委員会・江口聡）

国際社会専攻 

現代社会専攻 

情報システム専攻

専攻に関する質問・相談は基礎演習Ⅰの先生に

三つの専攻

現代社会学部の 
カリキュラム

• 三つの専攻 

• 導入科目、スキル科目、アプローチ科目 

• ダブルクラスター制・クラスター科目 

• プログラム科目 PDFのみ→



必修の導入科目
• 必修 

• 「現代社会入門I」「現代社会入門II」（前期木曜2、
3限） 

• ジェンダーと現代社会（後期火曜2限）

スキル科目
• 外国語科目、情報科目、調査科目がある 

• 現代社会専攻： 合計10単位以上 

• 国際社会専攻: 専門英語I～IVの3科目6単位を含めて
10単位以上 

• 情報システム専攻： プログラミング入門とコン
ピュータネットワークIの2科目4単位を含めて10単
位以上

アプローチ科目
•合計10単位以上 

哲学アプローチ、社会学アプローチ、経済学アプローチ、法学アプ

ローチ、情報学アプローチ、政治学アプローチ、心理学アプロー

チ、経営学アプローチ、環境学アプローチ、国際関係論アプローチ 

•国際社会専攻は国際関係論アプローチ、情報システム専攻は情報

学アプローチは必修

専門科目を、内容の 

つながりでまとめたもの
クラスターにそった履修で体系だった学びを

クラスター
cluster: n.  房、群れ、集団

ダブルクラスター制

人間・ 
環境　

家族・ 
地域社会 情報

政治・ 
公共政策

経済・ 
ビジネス

7つのクラスター

から主・副1つず

つを組み合わせる

「2020 単位取得要領」
「学習の手引き」参照

心理・ 
文化　国際社会



「主選択」のクラスター
国際社会専攻は「国際社会」クラスターを選択 

情報システム専攻は「情報」クラスターを選択 

現代社会専攻 

「人間・環境」「心理・文化」「家族・地域社会」

「政治・公共政策」「経済・ビジネス」から選択

人間・ 
環境　

家族・ 
地域社会 情報

政治・ 
公共政策

経済・ 
ビジネス

主専攻は12単位以上 

副専攻は10単位以上 

さらにどこからでも 

4単位以上取得する

心理・ 
文化　国際社会

クラスター科目
• 人間・環境 

• 心理・文化 

• 家族・地域社会 

• 政治・公共政策 

• 経済・ビジネス 

• 情報国際社会 

• 他にもプログラム科目、特殊講義科目、教職科目がある

演習（ゼミ）
前期 後期

1回生 基礎演習I 基礎演習II*
2回生 演習I* 演習II*
3回生 演習III* 演習IV
4回生 演習V 演習VI

*例年、6・11月に希望調査を実施。本
年度はうしろにずれる見込み。

基礎演習Ⅰ
１クラス10～15名 

（専攻ごとにクラス指定） 

①少人数である 

②専攻の教員が担当している

基礎演習II
例年6月下旬から希望調査 

→7月中に決定

履修登録時には機械的に埋められる

履修登録変更期間（9月下旬）に変更



時間割作成上の注意
• 「履修の手引き」「学習の手引き」を熟読 

• 必修科目から埋めていくと作りやすい 

• 履修計画の作り方（学習の手引きの16頁） 

• 履修条件のある科目（学習の手引きの35-37頁）

前期
1 2 3 4 5 6

月 1&2組 仏教学 社会学アプローチ 第２外国語 運動と健康科学

火 英語 哲学アプローチ 基礎演習Ⅰ 数学入門

水 第二外国語 法学アプローチ （司書）生涯学習概
論

木 経済学アプローチ 現代社会入門Ⅰ 現代社会入門II
B 情報リテラシー基

礎

金 情報学アプローチ 英語 （教職）教育心理学
3&4組 仏教学

A 情報リテラシー基
礎

（教職）日本史
概論

（教職）教育
原論

後期
1 2 3 4 5 6

月 1&2 仏教学 環境学アプローチ 第二外国語 スポーツ実践 キャリア開発I

火 英語 ジェンダーと現代社会  基礎演習Ⅱ
基礎数学

政治学アプローチ
プログラミング入門
（教職）西洋史概論 （教職）教職論

水 第二外国語 国際関係論アプローチ （司書）生涯学習概論 （教職）東洋史概論

木 経営学アプローチ B 心理学アプローチ 社会データ処理基礎
B 情報リテラシー応用
A 心理学アプローチ

金 英語 プログラミング入門
3&4 仏教学

A 情報リテラシー応用
プログラミング入門

時間割作成時の質問や相談は 

基礎演習Iの教員が 

受けつけます

履修について困ったときは
• 相談内容によって行き先が異なる 

• 『学習の手引き』 38頁 

• 履修その他の相談は、基礎演習I （ゼミ） 担当の教員

が一番。なんでも相談してください。 

• ゼミ担当教員のメールアドレス等は通知します（学習の

手引きにも一覧があります）

学科内教務委員会
kyoumu2020@cs.kyoto-
wu.ac.jp 

(教務課 kyomu@kyoto-
wu.ac.jp と混同しないよう
に)

• 江口(現社) 

• 掛谷（現社） 

• 奥井（現社） 

• 中山（情報） 

• 城戸（国際）



学科内教務委員会
主にゼミや専門領域の履修に関すること

教務課（L校舎1階）
履修登録全般や共通領域の履修に関すること

履修の相談先
• 学科でおこなうクラス分け → 学部教務委員 

• 2回生以上のクラスター制度 → 学部教務委員 

• 講義の内容 → 学部教務委員 

• Web履修登録システム → 教務課（L校舎1階） 

• 教職・資格免許 → 教務課 

• 開講科目一覧表で現代社会学科専門科目以外の科目 → 教務課

アドバイザー
• 学年の各クラスには4年間一人の「アドバイザー」がついています 

• 学生生活全般 

• 学生の身の上に関する事項の確認、学生センターへの連絡・教
義 

• 就学上の相談と指導・助言 

• 公欠許可証の受取・保存 

• ゼミ担当の教員には相談しにくいこと、ゼミ担当教員と連絡とり
にくいときなどいつでも相談してください

他の相談先
• 学生センター（Ｌ校舎2階）： サークル、奨学金、休学、

その他学生生活にかかわることはなんでも 

• 教職支援センター（L校舎3階）：教職免許をとろうとする

人の相談先 

• キャリアセンター（L校舎3階）キャリアデザインのために 

• こころの相談室


